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実験メモ

簡単で確実な液体窒素自動補給器

基礎工学部 秋本 良一(:豊 中4669)

油回転 ポソプと油拡散 ポソプ、それに液体窒素 トラップを組 み合わせた真空排気系は大抵の研究室 に

はあると思 う。そ して、長時間高真空を保たなければならない場合 もあると思 う。我 々の研究室ではこ

のよ うな真空排気系 をもつ蒸着装置を用いて、半導体の薄膜を作製 してい る。蒸着中、1×10　 6torrぐ

らいの真空度 を長時間、ときには2、3日 保たな くてはいけない場合がある。問題は液体窒素 トラップ

で、およそ4時 間 ぐらいで空 になるので、3時 間お きには液体窒素を補給 しなければいけない。いまま

で、人手によって この作業 が行われていたために、液体窒素の補給のため研究室に泊 まらねばならなかっ

た。 これは、大変 な労力の無駄であるので、表題にあるように、簡単な液体窒素 自動補給器を作製 した

ので紹介する。

図にこの装置の様子を示す。液体窒素 タソクは、研究室にあった10」 の液体窒素ベ ッセルを流用 した。

二つの電磁弁 を、図のよ うに真鋳の工作物 にとりつけ、 これと液体窒素ベ ッセルを真空 ゴム管でつない

であ る。電磁弁1に は、窒素 ボソベからレギュレー ターを通 しておよそ0.5㎏/㎡ の圧力をかけている。

液体窒素を補給するときには、電磁弁1が 開 き、同時にもう一方の電磁弁2が 閉 じるようになっていて、

液体窒素ベ ッセル内の圧力を高め、真空ポソプの トラップへ液体窒素 を輸送す るようになっている。液

体窒素を補給 しない ときは電磁弁1が 閉 じていて、電磁弁2は 開いている。窒素ボソベを用 いてベ ッセ

ル内の内圧を高め る代わ りに、ベ ッセル内にヒー ターをお き、それを炊 くことにすれば、 さらにスペー

スを節 約で きる。
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つぎに、二つの電磁弁 を開閉するタイ ミソグを知 るために、 トラップ内での液体窒素の液面 がいまど

の辺にあるかの情報が必要であ る。そのためのセソサーと して、ここでは白金抵抗体の温度セ ソサーを

1個 用いることに した。今の目的では、 トラップ内の温度を厳密に知る必要はな く、ただ液体窒素の液

面が温度 セソサーの上にあるか下にあるかがわかれば十分である。そ こで、温度 セソサーを液体窒素が

トラップに満 タソに入 ったときの液面 の位置に とりつける。ただ し、液体窒素を補給 しているさい中に

蒸発す る窒素蒸気は、かなり冷えているので、液面 が温度 セソサーより下であ って も、蒸気のためにセ

ソサーは液体窒素温度に近い温度まで冷やされて しま う。そのために、本当に液体窒素の液面が温度 セ

ソサーを通過 したかどうかの判別が難 しくなるので、蒸気 が直接温度セソサーに当た らないように、下

端を閉 じたガラス管の中に温度セソサーを入れた。液体窒素補給時 に、液面が温度セソサーを通過すれ

ば電磁弁1が 閉 じ、電磁弁2が 開き、液体窒素の輸送が停止す る。そ して、 トラップ内の液体窒素が消

費 され、セソサー位置 より液面が下方に くると、セソサー部の温度 が上がり始める。 トラップ内の液体

窒素残量 が少な くな り、セソサー温度が適 当な温度まで上昇 したときに、電磁弁1が 開 き、電磁弁2が

閉 じて、再び液体窒素を補給す るように電気回路を設定す る事 によって、 自動補給の動作サイクルが得

られる。

低温センター組織委員の異動

副セソター長が交代 しました(4月1日 付)。

(旧)伊 達 宗行(理 学部 ・物理)

(新)都 福仁(理 学部 ・宇宙 ・地球)

お わ び

低温セ ソターだよ りNo.77号 の久保、谷 口、浜 口著作の実験 メモ中にお きまして、図2

の説 明が違 ってお りました。正 しくは裏表紙にある表紙説 明と同一で、M42オ リオソ星雲

を撮影 したものです。 ここに謹んで、おわびと訂正を申しあげます。

著者 久保

編集 綿森
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